
 

 

生涯学習講座 

 ご案内 2026 

宮古短大 

宮古短大では地域貢献の一環として、専任の教員による 

生涯学習講座を実施しております。 

受講料は無料、おひとり何講座でも受講可能です。 

たくさんの方のご参加をお待ちしております。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講座１ なぜ、Google のサービスは無料なのか？ 児玉 英明 

■ 令和 8 年５月 9 日(土)10：00～11：30 

概 要 

YouTube や Gmail や Google Map など、私たちは Google が提供する便利なサービスを毎日使っています。しかも、それらのサービスはすべて無

料です。なぜ、私たちは Google のサービスを無料で使うことができるのでしょうか？Google は一体どこで利益を上げているのでしょうか？本講座

では上記の問いを柱にして、マーケティングの探究学習を展開します。 

備 考  

講座 2 日常にひそむ数学－暗号技術を例に－ 東根 一樹 

■ 令和 8 年５月 13 日(水)18：30～20：00 

概 要 
現代の経済活動を支えている暗号技術を題材に数学の考え方や面白さをやさしく紹介します。インターネット上の計算機を利用するため、数学が

苦手な方や久しぶりに数学に触れる方でもご参加いただくことが可能です。 

備 考 スマートフォンなど、インターネットに接続できる機器を持参してください。 

講座 3 はじめての経営学 鈴木 将人 

■ 令和 8 年５月 15 日(金)18：30～20：00 

概 要 

経営学という学問分野について概説します。大学のホームページやパンフレットなどを見ると、さまざまな研究領域があるのがわかると思います。

一方で、それらがどのような内容なのかよくわからないと感じている人も少なくないのではないでしょうか。本講義では、経営学という分野につい

て、できるだけわかりやすく解説します。 

備 考 経営学関連の専攻へ大学進学を検討している高校生および高校生の保護者、高等学校等で進路指導に当たる先生方に参考になる内容です。 

講座 4 『三四郎』から読み解く夏目漱石 大前 義幸 

■ 令和 8 年５月 16 日(土)10：00～11：30 

概 要 

夏目漱石は、小説家として広く知られていますが、若い頃にイギリスへ留学し、西洋の近代社会を実際に体験した人物でもあります。1908 年に発

表された『三四郎』には、西洋化が進む日本社会への戸惑いや疑問が描かれています。本講座では『三四郎』を読みながら、漱石が見つめた近代の

姿を手がかりに、私たちが生きる現代社会について分かりやすく考えていきます。 

備 考 受講対象：制限なし   ※事前に読む必要はありません。 

講座 5 SNS は民主主義をどう変えるか？－個別最適化の副作用－ 児玉 英明 

■ 令和 8 年 5 月 16 日(土)10：00～11：30 

概 要 

民主主義教育の目標は主観・客観のはざまで、自分中心のものの見方を不断に問い直すことである。現実の政治経済の課題は、一義的な回答が定

まらないことの方が多い。だから、自分とは異なる考え方を持った他者との対話や熟議が求められる。しかし、SNS における「個別最適化」された

空間は、主観と客観の間で葛藤しながら、自分中心の見方から脱却していくプロセスと相容れない。なぜなら、SNS は自分と似た意見ばかりを表示

することで、主観的な見方をますます強化して、客観的な見方が育たないからである。本講義では、最近行われた日本やアメリカの選挙を事例とし

て、「SNS は民主主義をどう変えるか？ －個別最適化の副作用－」について論じていく。 

備 考  

講座 6 ドローンの基礎と飛行体験 曻髙 茂樹 

■ 令和 8 年５月 21 日(木)18：30～20：00 体育館 

概 要 
技術の発達により運送や防災、産業などドローンを活用する場が増えてきています。本講座では、初めてドローンを操作する人を対象にドローン

の仕組みや操縦に関する規則や資格などの基礎の学習と体育館でドローンの飛行体験を行います。 

備 考 始めてドローンを操作する人を対象とします。機材の関係上定員を２人とします。 

講座 7 「東北」の経済と開発の歩みを考える①－サプライチェーンの中の「東北」－ 雲然 祥子 

■ 令和 8 年 6 月 5 日(金)18：30～20：00 

概 要 

私たちが住んでいるこの「東北」は、これまでにどのような歩みをたどってきたのでしょうか。 

今回の講座では、私たちの身近な地域であるこの「東北」について考えます。特に、現代における日本経済の歩みの中で「東北」はどのような位置

づけにあるのか、「東北」に対してはどのような政策が展開されたのか、それによって「東北」がどのような役割を担うようになったのか、などにつ

いて、様々な史資料を使用しながら考察します。それによって「東北」の過去を学び、現在（いま）を知り、未来を考えるための手がかりにしたい

と思います。 

備 考  

講座 8 石川達三『蒼氓』から戦前日本を考える 大前 義幸 

■ 令和 8 年 6 月 13 日(土)10：00～11：30 

概 要 

秋田県出身の石川達三の『蒼氓（そうぼう）』は、戦前の日本、とりわけ北東北の農村を舞台に、深刻な貧困の中で生きる人々の姿を描いた作品で

す。本講座では『蒼氓』を読みながら、当時の北東北の生活や社会状況に目を向け、貧しさの中で人々が何を思い、どのように生きていたのかを考

えます。作品を通して、石川達三が伝えようとした戦前日本の現実と、人間の生き方について分かりやすく学んでいきます。 

備 考 受講対象：制限なし   ※事前に読む必要はありません。 

各講座のご案内 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講座 9 意見をまとめるコツを学ぶ―地域のこれからを考えます― 千葉 洋平 

■ 令和 8 年 6 月 20 日(土)10：00～11：30 

概 要 

会議や話し合いの場で、「いろいろ意見は出るけれど、なかなか話がまとまらない」「問題が複雑で、何から手をつければよいのかわからない」と

感じたことはありませんか。本講座では、商店街の活性化など身近な地域の課題をテーマに、付箋を使いながら、さまざまな意見やアイデアを整理

していく方法を体験します。一人ひとりの声を大切にしながら考えを“見える化”し、課題の本質や、地域に合った解決のヒントを見つけていきます。 

備 考  

講座 10 はじめての Python プログラミング―プログラミングで「データ」を見てみよう― 大志田 憲 

■ 令和 8 年 6 月 24 日(水)18：30～20：00 

概 要 

Python（パイソン）は、近年、データ分析や AI（人工知能）の分野で広く使われているプログラミング言語です。企業の分析業務や研究開発だけ

でなく、データ、数値の変化をグラフで可視化するといった利用場面も増えています。本講座では、主にプログラミングが初めての方を対象に、Python

を使った基本的な処理を実際にプログラムを動かしながら体験していきます。画面に文字を表示するところから始め、繰り返しや条件分岐といった

考え方に触れ、最後にはデータをグラフとして表示していきます。一からプログラムを組むのでなく、用意されたプログラムに少し手を加えて行き

ながら「変えると結果が変わる」ことで理解を深めていきたいと考えています。 

備 考 
短大の情報処理室を利用するのでパソコン等の準備は必要ありません。情報処理室のパソコンの関係上、最大 10 名までとさせていただきます。PC

の基本的な操作（ファイルを開く、文字を入力するなど）ができる方であれば、一般の方のほか、中学生、高校生の生徒さんも歓迎します。 

講座 11 「東北」の経済と開発の歩みを考える②岩手県北上市の工業化の歩みを考える 雲然 祥子 

■ 令和 8 年 7 月 3 日(金)18：30～20：00 

概 要 

私たちが住んでいるこの「東北」は、これまでにどのような歩みをたどってきたのでしょうか。今回の講座では、私たちの身近な地域であるこの

「東北」のうち、岩手県北上市の事例を取り上げて考えます。現代における日本経済の歩みの中で、北上市はどのように発展してきたのか、どのよ

うにして「工業都市北上」を実現させたかなどについて、様々な史資料を使用しながら考察します。 

備 考 この講座は、「東北」の経済と開発の歩みを考える①とセットで行いますが、①を受講していなくても理解できるようにお話しします。 

講座 12 ドストエフスキー『罪と罰』を読む 大前 義幸 

■ 令和 8 年 7 月 11 日(土)10：00～11：30 

概 要 

ドストエフスキーの『罪と罰』は、世界でもっとも有名なロシア文学の一つですが、長さや内容の重さから、途中で読むことを断念した経験を持

つ方も少なくありません。本講座では、『罪と罰』がどのような物語なのかを分かりやすく整理しながら、主人公の苦悩を通して描かれる「罪」と「救

い」の意味を考えます。ドストエフスキーがこの作品で何を伝えたかったのかを、初めての方にも丁寧に読み解いていきます。 

備 考 受講対象：制限なし   ※事前に読む必要はありません。 

講座 13 ウェルビーイングとは何か？ 和川 央 

■ 令和 8 年 7 月 17 日(金)18：30～20：00 

概 要 

近年「ウェルビーイング」（≒幸福）という語に注目が集まっています。これまでは曖昧な概念とされ、研究対象としてあまり注目されてきません

でしたが、近年では経済学、公共政策学、医学など幅広い分野で注目を集めています。講座では、そもそもウェルビーイングとは何なのか、なぜ注

目を集めているのか、その注目が社会生活にどのような影響を与えるのか、などについて考えます。 

備 考  

講座 14 英語における主語・助動詞の倒置構文について 三村 敬之 

■ 令和 8 年 7 月 31 日(金)18：30～20：00 

概 要 
英語では、文においてある意味を表すために、主語と助動詞が入れ替わる倒置現象が見られます。なぜ、このような倒置現象が起こるのかを本講

義では見ていきます。通常の語順では表すことができない表現方法について、詳しく見ていきます。 

備 考  

講座 15 ブラム・ストーカーの『ドラキュラ』を読む 大前 義幸 

■ 令和 8 年 8 月 1 日(土)10：00～11：30 

概 要 

本講座では、ブラム・ストーカーの『ドラキュラ』（1897 年）に描かれる「新しい女性」の姿に注目します。作品に登場するミナやルーシーは、

従来の女性像とは異なり、知性や主体性を備えた存在として描かれています。彼女たちの行動や言葉を手がかりに、19 世紀末イギリスで語られ始め

た女性の自立や社会的役割の変化を読み解きます。物語のあらすじを丁寧に紹介しながら、文学作品を通して当時の時代精神をわかりやすく考える

講座です。 

備 考 受講対象：制限なし   ※事前に読む必要はありません。 

※ 全て会場は宮古短期大学部です。 

教室等は受講者数によって調整しますので、当日ご案内いたします。 

各講座のご案内 



 

宮古短大 生涯学習講座 2026 

お申込み方法 

１．以下のいずれかの方法でお申し込みください。 
➀ Google フォームによるお申し込み 

下記 QR コードを読みとり、必要事項をご入力のうえ、お申し込みください。 

         
        申込フォーム 

➁ お電話でのお申し込み 

宮古短期大学部事務局 受付時間：平日 ８時３０分～１７時 

TEL：0193-64-2230 

２．おひとり様何講座でもお申し込みいただけます。 

３．申込締切は、各講座開催日の前日 17時までとなります。 

４．受講料は無料です。 

５．講座開始５分前までにお越しください。会場までは職員がご案内いたします。 

６．受講に制限や条件のある講座があります。各講座の注意事項をご確認ください。 

７．その他ご不明な点は、お気軽にお問い合わせください。 

８. 申込内容確認のため、本学よりご連絡を差し上げることがございます。 

  

  

 

 
 
 
 

 
 
 

 
〒027-0039 岩手県宮古市河南一丁目 5番 1号 

TEL 0193－64－2230 ㈹ 
FAX 0193－64－2234 

ホームページアドレス https://www-myk.iwate-pu.ac.jp/ 


